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して「Go To トラベル」，「Go To Eat」といった政策を展開している（2020年11月６日現在）。
感染を避けなければならない農山村の介護従事者は「同じく納税者」ではあるのにもかかわら
ずこの政策の恩恵にあずかることはできない可能性が高いであろう。それでいいのだろうか。
　介護従事者の疲弊について，もう少し考えてみよう。労働時間と生活時間について述べてい
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る岡﨑は「家族とのコミュニケーション，趣味，文化にふれる，親交のため，友人との交流，
恋愛，社会活動の参加，職場や会社の価値観に縛られないで自由な発想やし好に浸ったりする
ことができる時間が自由時間」⒂としている。岡﨑のいうこの「自由時間」がことごとく新型
コロナ禍で奪われ続けている生活を強いられているのが介護従事者の方々なのではないだろう
か。「人間の発達にとっては必要不可欠な時間であり」⒃，「労働時間が長くなり労働密度が強
化されるとそれだけ生活時間が減少し疲労を蓄積させ，肉体的にも精神的にも，精神的にも労
働に従属する度合いが高まる」からである⒄。
おわりに
　本稿では，現代の農山村の生活の構造，そこから考える福祉的課題について検討してきた。
なかでも，コロナ禍という想像もしていなかった状況の変化が，農山村の住民生活，なかでも
福祉的課題にどう影響していくのか，多くの課題が見当たった。
　今後も，引き続き，現代農山村に注目しながら研究を進めていきたい。
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